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→詳しくは７ページへ

８月臨時会

教育長の任命

電子黒板の購入

陳　　　情　　　名

意　見　書　案　名

議　案　名（一部省略）

議　案　名（一部省略）

９月定例会

職員の育児休業等に関する条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　→詳しくは４ページ①へ

令和４年度一般会計補正予算（第４号）　　　　　　　　　　　　　　→詳しくは７ページへ

令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

令和４年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）　　　→詳しくは５ページ①へ

令和３年度一般会計歳入歳出決算　　　　　　　　　　　　　　　　　→詳しくは６・７ページへ

令和３年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算　　　　　　　　　　　→詳しくは５ページ②へ

令和３年度駐車場事業特別会計歳入歳出決算　　　　　　　　　　　　→詳しくは４ページ②へ

令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算　　　　　　　　　　→詳しくは５ページ③へ

令和３年度交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算　　　　　　　　　→詳しくは５ページ④へ

令和３年度温泉事業特別会計歳入歳出決算　　　　　　　　　　　　　→詳しくは４ページ③へ

令和３年度特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算　　　　　　→詳しくは５ページ⑤へ

令和３年度東山田財産区会計歳入歳出決算　　　　　　　　　　　　　→詳しくは４ページ⑥へ

令和３年度水道事業会計決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→詳しくは４ページ④へ

令和３年度下水道事業会計剰余金の処分及び決算　　　　　　　　　　→詳しくは４ページ⑤へ

下諏訪町議会委員会条例の一部改正  

燃油・肥料・飼料高騰対策の支援策実現に関する陳情

食肉処理施設の整備に関する陳情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→詳しくは３ページへ

水田活用の直接支払い交付金見直しに関する陳情

  

食肉処理施設の整備に関する意見書

水田活用の直接支払交付金見直しに関する意見書

女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書　　　　　→詳しくは３ページへ

議
決
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果
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陳情・意見書案の審査結果

　現在、肥料の原料は輸入に頼っており、中国の輸
出規制、ロシアのウクライナ侵攻により、輸入が停
滞しています。JA信州諏訪としても安価な複合

肥料などの対応はとっていますが、運送費の高騰や
為替の状況などもあり価格に転化せざるを得ない
状況であるので、町に支援をお願いするものです。

陳情第12号

陳情採択を受け

陳情者 信州諏訪農業協同組合
燃油・肥料・飼料高騰対策の支援策実現に関する陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

　移転を求められている処理施設は大きな敷地が
必要であり、JA独自で候補地を選定し建設する
には困難を極めます。
　県民の食肉供給施設として、公共性の高い重要

な施設ですので、県において、場所の選定、住民
理解を得るなど責任を持って行ってほしいとの内
容です。

陳情第13号 陳情者 信州諏訪農業協同組合
食肉処理施設の整備に関する陳情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で採択

　国は、本年から５年間水を張らなかった農地に
ついて、Ｒ９年度以降、交付対象から除外すると
しています。諏訪地域では、長野県全体の米生産
目標達成のため、転作して貢献しています。転作

している農地に５年に１度、水を張るということ
は、田にも畑にも悪影響となるので、交付の見直
しと新規支援を国に求めるものです。

　女性が毎日出社できなくてもリモートワークが
でき、地方に居住していてもデジタル分野の仕事
で収入を得られることは、地方創生において大き

な力になります。地方におけるデジタル人材の強
力な推進を図るための支援体制整備を求めるもの
です。

陳情第14号

水田活用の直接支払い交付金見直しに関する陳情　　　　　　　　　全会一致で採択

食肉処理施設の整備に関する意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県へ　　全会一致で可決

意見書案第７号 総務経済常任委員会提案

陳情採択を受け

水田活用の直接支払交付金見直しに関する意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第８号 総務経済常任委員会提案

女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国へ　　全会一致で可決

意見書案第９号 提案者　野沢　弘子　　賛成者　青木　利子　大橋　和子　金井　敬子

陳情者 信州諏訪農業協同組合

陳
情
・
意
見
書

3 しもすわ町議会だより
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働
き
な
が
ら
育
児
を
す
る
職
員
の
育
児

休
業
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
の
条
例
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。
育
児
休
業
等
計
画

書
が
な
く
て
も
原
則
２
回
ま
で
育
児
休
業

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
男
女
問
わ
ず
取
得

し
や
す
く
な
る
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
員

で
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
歳
入
は
約
６
２
９
万
円
、
歳
出
は
約
５

９
３
万
円
、
次
年
度
繰
越
は
約
36
万
円
で
、

前
年
比
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。
増
の
主
な

要
因
は
、
駐
車
場
整
備
工
事
完
了
に
伴
う

工
事
費
の
減
と
、
一
般
利
用
や
年
末
年
始

特
別
営
業
の
回
復
傾
向
、
民
間
商
店
の
開

　
各
戸
へ
温
泉
配
湯
す
る
事
業
会
計
で
す
。

歳
入
は
約
３
億
２
８
０
１
万
円
、
歳
出
は

約
３
億
１
４
６
２
万
円
、
次
年
度
繰
越
金

は
約
１
３
３
９
万
円
で
す
。

　
歳
入
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
経
済

的
理
由
な
ど
で
減
少
傾
向
。
使
用
料
の
未

納
分
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
３
ヶ
月
以
上

の
滞
納
者
も
お
り
、
分
納
誓
約
な
ど
に
よ

り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
温
泉
管
の
劣
化
等
の
苦
労
も
あ
る
が
健

全
な
会
計
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
討
論
が

あ
り
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
水
道
企
業
会
計
で
は
、
年
間
排
水
量
が

人
口
減
や
節
水
器
普
及
に
よ
り
減
少
し
ま

し
た
が
、
約
５
２
５
万
円
の
黒
字
で
す
。

　
人
件
費
の
計
上
を
、
地
方
公
営
企
業
法

の
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
変
更
し
て
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
費
削
減
な
ど
職
員

の
努
力
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
節
水
が
進
み
、
１
㎥
あ
た
り
５

⑤
年
間
排
水
量
は
減
少
傾
向

⑥
治
山
に
補
助
金
を
有
効
活
用

①
育
児
休
業
２
回
取
得
可
能

②
四
ツ
角
駐
車
場
使
用
料
増
加

③
使
用
料
減
少
傾
向

④
経
費
削
減
の
努
力
を
確
認

円
48
銭
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
住

民
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
料
金
の
検
討

が
必
要
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
も
お
い
し
い
水
を
提
供
し
て
ほ
し

い
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
員
で
認
定
し
ま

し
た
。

　
下
水
道
企
業
会
計
の
単
年
度
収
支
は
約

１
４
２
９
万
円
の
黒
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

業
に
よ
る
収
入
増
で
す
。

　
駐
車
場
と
四
ツ
角
交
差
点
の
整
備
が
終

了
し
観
光
客
を
含
め
て
の
活
用
に
期
待
す

る
と
の
討
論
が
あ
り
、
全
員
で
認
定
し
ま

し
た
。

　
排
水
処
理
量
の
家
庭
排
水
は
人
口
減
少

に
伴
い
１
・
３
％
減
、
工
業
排
水
は
コ
ロ

ナ
禍
の
持
ち
直
し
が
あ
り
２
・
４
％
減
、

温
泉
排
水
は
使
用
者
の
減
に
よ
り
１
・
２

％
減
で
、
Ｒ
２
年
度
に
比
べ
て
減
少
幅
は

少
な
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
減
少
傾
向
で
す
。

　
下
水
道
は
住
民
生
活
に
必
要
で
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
高
く
評
価
す
る
と
の
討
論
が
あ

り
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　 

　
　
　
　

　
東
山
田
財
産
区
会
計
で
は
、
東
山
田
財

産
区
内
の
山
林
の
広
葉
樹
の
伐
採
と
、
み

ず
な
ら
、
く
り
、
さ
く
ら
を
植
樹
す
る
た

め
の
間
引
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
補
助

の
「
信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
」
で
は
広

葉
樹
な
ど
の
間
伐
を
行
い
、
前
年
よ
り
広

く
整
備
し
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
大
事
な
治
山
事
業
で
あ
る
と

の
討
論
が
あ
り
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

四ツ角駐車場

東俣浄水場
デザインマンホールのふた

東山田財産区 区有林整備

議
案
審
査
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Ｒ
３
年
度
に
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
費
で
は
施
設
入
所
多
床
室
の
ポ

イ
ン
ト
が
お
よ
そ
14
〜
15
ポ
イ
ン
ト
、
短

期
入
所
も
10
〜
15
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
８
月
か
ら
食
費
・
居
住
費

の
負
担
限
度
額
や
、
軽
減
要
件
の
見
直
し

も
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
入
居
者
の
自
己
負

担
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
「
ハ
イ
ム
天
白
」
の
入
居
待
機
者
は
、

Ｒ
４
年
８
月
１
日
現
在
１
０
９
人
で
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
受
入

れ
ら
れ
ず
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
色
々
な
催

し
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

感
染
拡
大
時
に
は
Ｒ
２
年
度
導
入
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
面
会
に
併
せ
て
、
窓

越
し
面
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
、「
ハ
イ
ム
天
白
」の
運
営
を

継
続
す
る
方
針
で
す
が
、
空
床
期
間
を
短

く
す
る
な
ど
で
収
入
を
増
や
す
努
力
も
必

要
で
す
。

　
一
般
会
計
及
び
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

金
が
当
初
予
算
よ
り
１
２
０
０
万
円
以
上

少
く
な
っ
た
こ
と
や
、
感
染
予
防
や
よ
り

良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
経
費
削
減

な
ど
の
職
員
努
力
を
評
価
す
る
討
論
が
あ

り
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

①
老
朽
化
し
た
ボ
イ
ラ
ー
改
修

②
国
保
財
政
更
に
厳
し
く

③
後
期
高
齢
者
保
険
料
据
置

④
基
金
残
高
の
運
用
を

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ハ
イ
ム
天
白
」

の
日
常
点
検
に
お
い
て
、
Ｈ
15
年
設
置
の

床
暖
房
や
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
用
の
ボ
イ
ラ

ー
の
不
具
合
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、取
り
換

え
修
繕
に
５
７
８
万
円
が
補
正
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
祉
施

設
基
金
を
取
り
崩
し
、全
額
を
賄
い
ま
す
。

　
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
利
用
者
の
た

め
の
環
境
整
備
の
面
で
や
む
を
得
な
い
支

出
と
理
解
す
る
と
の
討
論
が
さ
れ
、
全
員

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
Ｈ
30
年
度
か
ら
国
の
制
度
が
変
わ
り
、

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
運
営

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
町
は
県
に
事

業
運
営
の
た
め
の
納
付
金
を
納
め
、
資
格

管
理
や
賦
課
徴
収
を
行
う
な
ど
役
割
分
担

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
変
更

後
４
年
目
と
な
る
Ｒ
３
年
度
も
概
ね
順
調

に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
単
年
度
決

算
は
赤
字
で
、
今
後
剰
余
金
の
発
生
が
見

込
め
な
い
大
変
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
で
、
医
療
費
を
抑
え

る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
特
定
健
診

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診

の
お
す
す
め
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
受

診
率
は
前
年
度
よ
り
10
・
５
％
増
の
40
・

４
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
い
上
に
、
被

保
険
者
の
数
が
減
少
す
る
中
で
厳
し
い
財

政
で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
被
保
険

者
の
国
保
税
負
担
感
が
増
し
て
い
る
こ
と
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も
事
実
。
税
徴
収
の
努
力
や
今
後
の
改
善

策
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
な
ど
の
討
論
が

あ
り
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
内
の
市
町
村
で
構
成

す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が

保
険
者
と
し
て
運
営
し
、
75
歳
以
上
の
方

全
員
が
個
人
で
保
険
料
を
納
入
し
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
広
域
連
合
で
２
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
ま
す
が
、
Ｒ
２
・
３
年
度
は
、

均
等
割
額
４
万
９
０
７
円
、
所
得
割
率
は

８
・
43
％
で
し
た
。

　
納
付
意
思
の
欠
如
や
生
活
困
窮
を
理
由

と
す
る
保
険
料
滞
納
者
が
45
人
、
こ
の
う

ち
７
人
に
６
ヶ
月
短
期
証
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
加
入
者
の
会

費
徴
収
及
び
共
済
見
舞
金
の
支
給
が
主
な

内
容
で
す
が
、
こ
う
し
た
共
済
事
業
を
自

治
体
単
位
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
県
内
で

は
下
諏
訪
町
だ
け
で
す
。
Ｒ
３
年
度
は
、

死
亡
事
故
に
対
す
る
見
舞
金
も
支
給
し
ま

し
た
。
加
入
１
万
１
２
０
３
人
の
う
ち
町

外
在
住
者
は
、
町
内
７
企
業
63
人
。

　
基
金
残
高
が
増
え
て
い
る
中
で
基
金
運

用
や
活
用
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
で

認
定
し
ま
し
た
。

特定健診受診を勧める
町国保のキャラクター
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ビ
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イ
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イ
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〜
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イ
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。
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③
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イ
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。

　
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
利
用
者
の
た

め
の
環
境
整
備
の
面
で
や
む
を
得
な
い
支

出
と
理
解
す
る
と
の
討
論
が
さ
れ
、
全
員

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
Ｈ
30
年
度
か
ら
国
の
制
度
が
変
わ
り
、

県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
運
営

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
町
は
県
に
事

業
運
営
の
た
め
の
納
付
金
を
納
め
、
資
格

管
理
や
賦
課
徴
収
を
行
う
な
ど
役
割
分
担

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
変
更

後
４
年
目
と
な
る
Ｒ
３
年
度
も
概
ね
順
調

に
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
単
年
度
決

算
は
赤
字
で
、
今
後
剰
余
金
の
発
生
が
見

込
め
な
い
大
変
厳
し
い
局
面
を
迎
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
病
気
の
早
期
発
見
で
、
医
療
費
を
抑
え

る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
特
定
健
診

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診

の
お
す
す
め
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
受

診
率
は
前
年
度
よ
り
10
・
５
％
増
の
40
・

４
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
い
上
に
、
被

保
険
者
の
数
が
減
少
す
る
中
で
厳
し
い
財

政
で
あ
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、
被
保
険

者
の
国
保
税
負
担
感
が
増
し
て
い
る
こ
と

生活文教常任委員会生活文教常任委員会

⑤
特
養
「
ハ
イ
ム
天
白
」

　県
下
唯
一
公
営
特
養
維
持
継
続

議
案
審
査

5 しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

も
事
実
。
税
徴
収
の
努
力
や
今
後
の
改
善

策
に
期
待
し
て
賛
成
す
る
な
ど
の
討
論
が

あ
り
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
内
の
市
町
村
で
構
成

す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が

保
険
者
と
し
て
運
営
し
、
75
歳
以
上
の
方

全
員
が
個
人
で
保
険
料
を
納
入
し
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
広
域
連
合
で
２
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
ま
す
が
、
Ｒ
２
・
３
年
度
は
、

均
等
割
額
４
万
９
０
７
円
、
所
得
割
率
は

８
・
43
％
で
し
た
。

　
納
付
意
思
の
欠
如
や
生
活
困
窮
を
理
由

と
す
る
保
険
料
滞
納
者
が
45
人
、
こ
の
う

ち
７
人
に
６
ヶ
月
短
期
証
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
加
入
者
の
会

費
徴
収
及
び
共
済
見
舞
金
の
支
給
が
主
な

内
容
で
す
が
、
こ
う
し
た
共
済
事
業
を
自

治
体
単
位
で
行
っ
て
い
る
の
は
、
県
内
で

は
下
諏
訪
町
だ
け
で
す
。
Ｒ
３
年
度
は
、

死
亡
事
故
に
対
す
る
見
舞
金
も
支
給
し
ま

し
た
。
加
入
１
万
１
２
０
３
人
の
う
ち
町

外
在
住
者
は
、
町
内
７
企
業
63
人
。

　
基
金
残
高
が
増
え
て
い
る
中
で
基
金
運

用
や
活
用
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
員
で

認
定
し
ま
し
た
。

特定健診受診を勧める
町国保のキャラクター

ハイム天白



／６　・７

四ツ角湯けむりひろば整備　 2,921万円

　四ツ角交差点にポケットパークとして、「湯
けむりひろば」が作られました。また、町道
御田町線美装化工事も進められました（Ｒ３
年度分事業費は2431万円）。

歳入　約92億8,000万円
歳出　約89億5,800万円を  認定
歳入　約92億8,000万円
歳出　約89億5,800万円を  認定
歳入　約92億8,000万円
歳出　約89億5,800万円を  認定

令和３年度一般会計　決算令和３年度一般会計　決算令和３年度一般会計　決算

・コロナ禍で疲弊する町民や産業界に支援策を講じ、他方豪雨災害時には災害対策本部を設置し、避難指示
　を出すなど人的被害を防ぎ、日ごろの準備の成果が発揮された。
・前年度に引き続くコロナ禍において、ワクチン接種を無事故で安全に行うため、全職員が全力で取り組ん
　でいただいた。
・AQUA未来など設備が整い、コロナ禍ではあったが、オリンピック・パラリンピック事前合宿の受け入
　れがされたことは、町外に下諏訪町をアピールすることができ、「下諏訪町のレガシー」となった。
・コロナ対応に町独自の財源によるプラスアルファが欲しかった。
・オリ・パラの合宿受け入れが町民に夢やロマンを与えてくれたにせよ、費用対効果で疑問は残った。

コロナワクチン接種　　約１億2,300万円
接種体制整備　5,037万円
接種　　　　　7,263万円

　新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大に
伴う３回目までのワクチン接種が、積極的に行
われました。町内医療機関の協力も得て、また、
全庁上げての集団接種が進められました。

第３分団(赤砂崎屯所)
資機材搬送車購入　　939万円
　小型動力ポンプ購入　249万円

消防音楽隊制服更新　　　　　　　 258万円

オリンピック・パラリンピック合宿受け入れ　
　　　　　　　　　　　　　　　　約630万円

選手団受け入れ事業　　　 　420万円
2,000mボートコース仮設　210万円

　東京オリンピックに出場したアルゼンチン、イタ
リア選手団等の事前合宿が当町で行われました。コ
ロナ禍での受け入れを心配する声もありましたが、
公開された選手団の練習を見学する人達で「ＡＱＵ
Ａ未来」周辺はにぎわい、オンラインでの選手と中
高生の交流の場も設けられました。

・「保護者連絡用アプリ使用料」33万円
・保育園の副食費、ならびに小中学校の給食費に係
　る保護者負担増を避け、質と量を確保するための
　半年分の補正が計上されました（保育園17円／
　一食で198万円、小中学校20円／一食で575万
　円）。
・南小夜間照明設備改修工事で、実施設計において
　地中ケーブルの更新や照度確保のための電球の種
　類変更などが必要となり、1,885万円の補正が計
　上され、新たな町債に財源を求めることになりま
　した。事前見積もりの精査不足を指摘する意見が
　出されました。

☆若い方々の感覚を取り入れるなど、中高生
　にも読んでもらう工夫もしてみたら？

　・若い方々に読んでもらうことは大歓迎で
　　す。良いアイデアがあったら教えてくだ
　　さい。
　
☆文字が細くなったので読みにくい?!
☆文字のフォントが読みやすくなった

　・36号よりユニバーサルフォント（ＵＤ）に
　　変えてみましたが、文字が変わって「読み
　　にくい」「読みやすい」両方の声をいただ
　　きました。より読みやすさを、追求してい
　　きます。

◆活動内容　　　　　
　•議会だよりについて意見を述べていただく
　•アンケートに回答していただく
　•モニター会議へ参加していただく
　
◆任　　期　２年間
◆募集定員　15人以内
◆申込方法
　11月16日（水）までに、議会事務局 
　☎27－1111（内線302）へ、
　氏名・年代・住所・電話番号をお申し出くだ
　さい。上記ＱＲコードからも申し込み可。

広報特別委員会より

広報特別委員会より

議
案
審
査

モ
ニ
タ
ー
の
目

7 しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日 6

全会一致で

ムダな支出はなかったかしら？

　　　　どんなコロナ対応が、されたっけ？

　　　　　　　　オリ・パラ合宿もあったよね

ムダな支出はなかったかしら？

　　　　どんなコロナ対応が、されたっけ？

　　　　　　　　オリ・パラ合宿もあったよね

ムダな支出はなかったかしら？

　　　　どんなコロナ対応が、されたっけ？

　　　　　　　　オリ・パラ合宿もあったよね

賛成討論賛成討論

議会だよりモニター募集！議会だよりモニター募集！

ＱＲコード

Ｒ４年度一般会計補正予算　　4,900万円

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？

次回12月定例会の予定は以下のとおりです。

開会日（予定）

（火）
11／29

一般質問（予定）

（火） （水）
12
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・コロナ対応に町独自の財源によるプラスアルファが欲しかった。
・オリ・パラの合宿受け入れが町民に夢やロマンを与えてくれたにせよ、費用対効果で疑問は残った。

コロナワクチン接種　　約１億2,300万円
接種体制整備　5,037万円
接種　　　　　7,263万円

　新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大に
伴う３回目までのワクチン接種が、積極的に行
われました。町内医療機関の協力も得て、また、
全庁上げての集団接種が進められました。

第３分団(赤砂崎屯所)
資機材搬送車購入　　939万円
　小型動力ポンプ購入　249万円

消防音楽隊制服更新　　　　　　　 258万円

オリンピック・パラリンピック合宿受け入れ　
　　　　　　　　　　　　　　　　約630万円

選手団受け入れ事業　　　 　420万円
2,000mボートコース仮設　210万円

　東京オリンピックに出場したアルゼンチン、イタ
リア選手団等の事前合宿が当町で行われました。コ
ロナ禍での受け入れを心配する声もありましたが、
公開された選手団の練習を見学する人達で「ＡＱＵ
Ａ未来」周辺はにぎわい、オンラインでの選手と中
高生の交流の場も設けられました。

・「保護者連絡用アプリ使用料」33万円
・保育園の副食費、ならびに小中学校の給食費に係
　る保護者負担増を避け、質と量を確保するための
　半年分の補正が計上されました（保育園17円／
　一食で198万円、小中学校20円／一食で575万
　円）。
・南小夜間照明設備改修工事で、実施設計において
　地中ケーブルの更新や照度確保のための電球の種
　類変更などが必要となり、1,885万円の補正が計
　上され、新たな町債に財源を求めることになりま
　した。事前見積もりの精査不足を指摘する意見が
　出されました。

☆若い方々の感覚を取り入れるなど、中高生
　にも読んでもらう工夫もしてみたら？

　・若い方々に読んでもらうことは大歓迎で
　　す。良いアイデアがあったら教えてくだ
　　さい。
　
☆文字が細くなったので読みにくい?!
☆文字のフォントが読みやすくなった

　・36号よりユニバーサルフォント（ＵＤ）に
　　変えてみましたが、文字が変わって「読み
　　にくい」「読みやすい」両方の声をいただ
　　きました。より読みやすさを、追求してい
　　きます。

◆活動内容　　　　　
　•議会だよりについて意見を述べていただく
　•アンケートに回答していただく
　•モニター会議へ参加していただく
　
◆任　　期　２年間
◆募集定員　15人以内
◆申込方法
　11月16日（水）までに、議会事務局 
　☎27－1111（内線302）へ、
　氏名・年代・住所・電話番号をお申し出くだ
　さい。上記ＱＲコードからも申し込み可。

広報特別委員会より

広報特別委員会より

議
案
審
査

モ
ニ
タ
ー
の
目

7 しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

議
案
審
査

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日 6

全会一致で

ムダな支出はなかったかしら？

　　　　どんなコロナ対応が、されたっけ？

　　　　　　　　オリ・パラ合宿もあったよね

ムダな支出はなかったかしら？

　　　　どんなコロナ対応が、されたっけ？

　　　　　　　　オリ・パラ合宿もあったよね

ムダな支出はなかったかしら？

　　　　どんなコロナ対応が、されたっけ？

　　　　　　　　オリ・パラ合宿もあったよね

賛成討論賛成討論

議会だよりモニター募集！議会だよりモニター募集！

ＱＲコード

Ｒ４年度一般会計補正予算　　4,900万円

議会を傍聴しませんか？議会を傍聴しませんか？

次回12月定例会の予定は以下のとおりです。

開会日（予定）

（火）
11／29

一般質問（予定）

（火） （水）
12



問

　お
盆
期
間
中
の
観
光
客
の

動
向
は
。

産
業
振
興
課
長
　
町
内
の
観
光

地
は
賑
わ
っ
て
い
た
。
宿
泊
者

数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
８
割
程

度
ま
で
回
復
。

問

　来
年
度
以
降
の
観
光
客
受

け
入
れ
へ
の
期
待
と
工
夫
は
。

産
業
振
興
課
長
　
国
や
県
の
方

針
に
従
い
推
進
。
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
支
援
も
期
待
。

問

　自
然
を
活
用
し
た
近
隣
市

町
村
と
の
連
携
は
。

産
業
振
興
課
長
　
ビ
ー
ナ
ス
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
非
接
触
型
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
日
本
遺
産

「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世

界
」
認
定
の
、
長
野
県
、
山
梨

県
２
県
、
14
市
町
村
で
行
う
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
あ
る
。

問

　ス
ワ
コ
エ
イ
ト
ピ
ー
ク
ス

で
の
経
済
効
果
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
７
０
２
人

が
参
加
し
、
町
内
に
約
23
名
が

宿
泊
。
経
済
効
果
は
あ
っ
た
。

問

　今
後
の
開
催
へ
の
期
待
は
。

町
長
　
活
性
化
の
効
果
が
あ
る
。

要
請
が
あ
れ
ば
、
協
力
。
事
前

合
宿
等
も
考
え
ら
れ
、
経
済
効

果
も
期
待
で
き
る
。

問

　高
齢
者
世
帯
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
補
助
を
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
独
自
で
は

難
し
い
。
町
社
協
で
「
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度
」
の
利
用
を

案
内
し
て
い
る
。
　

問

　エ
ア
コ
ン
の
適
切
な
使
用

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
支
援
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
訪
問
時
や
日

常
電
話
の
中
で
熱
中
症
対
策
へ

の
注
意
喚
起
を
行
う
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
専
門
業
者
へ
依
頼
し

た
り
、
軽
微
な
も
の
は
社
協
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
「
ご

近
所
の
輪
」
を
利
用
す
る
の
も

ひ
と
つ
。

９月定例会の一般質問は
12人が行いました。

下諏訪町議会のホームページか
ら、一般質問の詳細や録画画像
の動画を見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、
いつでもご覧いただけます。

一 般 質 問
私たちは問いかけ提案する

８ｐ　　　 田嶋　　彰

９ｐ　　　 野沢　弘子

　　　　　 金井　敬子

10ｐ　　　 松井　節夫

　　　　　 林　　元夫

11ｐ　　　 中村　光良

　　　　　 岩村　清司

12ｐ　　　 樽川　信仁

　　　　　 中山　　透

13ｐ　　　 増沢　昌明

　　　　　 大橋　和子

14ｐ　　　 青木　利子

「今後の観光客受け入れへの工夫と期待は」

「『あざみ号』利用者減にＡⅠ活用は」

「物価高騰に伴う苦難への支援を」

「日本の食料自給率100％目指す農業に」

「地方債残高の増加など財政の分析は」

「花見新道崩落現場の改修工事の今後は」

「３市町合併協設置、住民投票への考えは」

「新たなまち歩きイベントを考えないか」

「『地域公共交通計画』の策定は」

「地元まちづくり検討案は中断されるのか」

「ひし等の大量繁茂による環境課題は」

「３期目の教育長就任への思いは」

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

諏
訪
湖
周
の
活
用

8

町 長

リピーターを
　　　増やせるように

今後の観光客受け入れへの
　　　　　　　工夫と期待は

田嶋　彰田嶋　彰
た じま あきらた じま あきら

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

問
　
物
価
高
騰
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
対
応
が
加
わ
り
、
福
祉
・

医
療
機
関
の
経
営
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
。

町
内
の
福
祉
・
医
療
機
関
へ
の

物
価
高
騰
へ
の
支
援
策
を
求
め

る
が
、
い
か
が
か
。

町
長
　
各
所
で
様
々
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
は
生
活
支
援
を

最
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
何

が
で
き
る
か
、
検
討
し
た
い
。

問
　
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
「
福

祉
灯
油
」
の
実
施
や
、
光
熱
水

費
補
助
、
冷
暖
房
設
置
支
援
策

を
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
物
価
高
騰
対
策
に
国
も

動
く
よ
う
な
の
で
、
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
防
災
ラ

ジ
オ
は
、「
今
年
11
月
末
ま
で

使
用
可
能
」
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
い
つ
ま
で
使
用
で
き
る
の

か
。
ア
ナ
ロ
グ
防
災
ラ
ジ
オ
の

代
替
伝
達
手
段
の
検
討
は
、
ど

う
進
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長
　
12
月
以
降
も
し
ば

ら
く
は
使
用
可
能
の
見
込
み
だ

が
、
期
限
は
明
確
で
な
く
、
い

ず
れ
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
前
提
に
準
備
し
て
い
る
。
代

替
策
と
し
て
、
今
年
度
中
に
、

プ
ッ
シ
ュ
配
信
が
可
能
な
情
報

ア
プ
リ
を
導
入
予
定
。

問
　
加
齢
に
伴
う
難
聴
に
対
す

る
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
を
求

め
る
が
。

町
長
　
今
年
度
中
に
予
定
し
て

い
る「
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」で

聴
こ
え
に
関
わ
る
質
問
へ
の
回

答
を
検
証
し
た
上
で
、
来
年
度

何
ら
か
の
支
援
を
検
討
し
た
い
。

問
　
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
、
利
用
者
減
少
を
踏
ま
え
、

住
民
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
し
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る
小
型

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
活
用
は
。

住
民
環
境
課
長
　
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
に
つ
い
て
は
１
つ
の

選
択
肢
と
し
て
研
究
中
。

問
　
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め

に
協
議
会
の
設
置
は
。

町
長
　
公
共
交
通
の
活
性
化
と

再
生
に
向
け
た
法
改
正
も
進
め

ら
れ
て
お
り
、
協
議
会
の
委
員

選
定
も
含
め
、
各
課
連
携
に
よ

る
組
織
を
設
け
、
設
置
の
検
討

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
政
府
は
、
子
育
て
、
介
護
、

障
が
い
等
で
勤
務
で
き
な
い
女

性
の
就
労
を
助
け
る
デ
ジ
タ
ル

ス
キ
ル
取
得
の
支
援
や
、
デ
ジ

タ
ル
分
野
で
の
就
労
支
援
を
推

進
し
て
い
る
。
官
民
連
携
で
の

優
良
事
例
の
研
究
を
。

産
業
振
興
課
長
　
取
り
組
み
が

可
能
な
就
労
支
援
策
を
考
え
る

中
で
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交

付
金
」
の
活
用
を
。

総
務
課
長
　
県
及
び
市
町
村
が

行
う
女
性
の
活
躍
推
進
に
資
す

る
取
り
組
み
や
支
援
が
交
付
金

の
対
象
。
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
病
気
や
手
術
、
加
齢
な
ど

の
理
由
で
使
用
す
る
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
な
ど
を
捨
て
る
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
男
性
用
ト
イ
レ

に
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長
　
来
庁
者
が
多
い
庁
舎
１

階
男
性
ト
イ
レ
に
設
置
検
討
。

問
　
認
知
症
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　「
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
へ
の
一
体
的
支
援
事
業
」

を
新
た
に
追
加
。
社
協
と
連
携

し
、
一
緒
に
取
り
組
む
。

防
災
ラ
ジ
オ
当
面
使
用
可

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
設
置

認知症の理解を深める図書館の展示

デマンド交通は
　　　　　研究中

「あざみ号」利用者減に
　　　　　　　ＡⅠ活用は

野沢 弘子野沢 弘子

国・県の動向を
　　　　　見ながら
　

物価高騰に伴う
　　　　苦難への支援を

金井 敬子金井 敬子 住民環境課長
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の ざわ ひろ この ざわ ひろ こかな い けい こかな い けい こ

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

町 長



問
　
物
価
高
騰
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

伴
う
対
応
が
加
わ
り
、
福
祉
・

医
療
機
関
の
経
営
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
。

町
内
の
福
祉
・
医
療
機
関
へ
の

物
価
高
騰
へ
の
支
援
策
を
求
め

る
が
、
い
か
が
か
。

町
長
　
各
所
で
様
々
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
は
生
活
支
援
を

最
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
何

が
で
き
る
か
、
検
討
し
た
い
。

問
　
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
「
福

祉
灯
油
」
の
実
施
や
、
光
熱
水

費
補
助
、
冷
暖
房
設
置
支
援
策

を
講
じ
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
物
価
高
騰
対
策
に
国
も

動
く
よ
う
な
の
で
、
国
・
県
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
防
災
ラ

ジ
オ
は
、「
今
年
11
月
末
ま
で

使
用
可
能
」
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
い
つ
ま
で
使
用
で
き
る
の

か
。
ア
ナ
ロ
グ
防
災
ラ
ジ
オ
の

代
替
伝
達
手
段
の
検
討
は
、
ど

う
進
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長
　
12
月
以
降
も
し
ば

ら
く
は
使
用
可
能
の
見
込
み
だ

が
、
期
限
は
明
確
で
な
く
、
い

ず
れ
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
前
提
に
準
備
し
て
い
る
。
代

替
策
と
し
て
、
今
年
度
中
に
、

プ
ッ
シ
ュ
配
信
が
可
能
な
情
報

ア
プ
リ
を
導
入
予
定
。

問
　
加
齢
に
伴
う
難
聴
に
対
す

る
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
を
求

め
る
が
。

町
長
　
今
年
度
中
に
予
定
し
て

い
る「
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」で

聴
こ
え
に
関
わ
る
質
問
へ
の
回

答
を
検
証
し
た
上
で
、
来
年
度

何
ら
か
の
支
援
を
検
討
し
た
い
。

問
　
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
、
利
用
者
減
少
を
踏
ま
え
、

住
民
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
し
て
Ａ
Ｉ
に
よ
る
小
型

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
活
用
は
。

住
民
環
境
課
長
　
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
に
つ
い
て
は
１
つ
の

選
択
肢
と
し
て
研
究
中
。

問
　
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め

に
協
議
会
の
設
置
は
。

町
長
　
公
共
交
通
の
活
性
化
と

再
生
に
向
け
た
法
改
正
も
進
め

ら
れ
て
お
り
、
協
議
会
の
委
員

選
定
も
含
め
、
各
課
連
携
に
よ

る
組
織
を
設
け
、
設
置
の
検
討

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
政
府
は
、
子
育
て
、
介
護
、

障
が
い
等
で
勤
務
で
き
な
い
女

性
の
就
労
を
助
け
る
デ
ジ
タ
ル

ス
キ
ル
取
得
の
支
援
や
、
デ
ジ

タ
ル
分
野
で
の
就
労
支
援
を
推

進
し
て
い
る
。
官
民
連
携
で
の

優
良
事
例
の
研
究
を
。

産
業
振
興
課
長
　
取
り
組
み
が

可
能
な
就
労
支
援
策
を
考
え
る

中
で
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　「
地
域
女
性
活
躍
推
進
交

付
金
」
の
活
用
を
。

総
務
課
長
　
県
及
び
市
町
村
が

行
う
女
性
の
活
躍
推
進
に
資
す

る
取
り
組
み
や
支
援
が
交
付
金

の
対
象
。
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
病
気
や
手
術
、
加
齢
な
ど

の
理
由
で
使
用
す
る
尿
漏
れ
パ

ッ
ド
な
ど
を
捨
て
る
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
男
性
用
ト
イ
レ

に
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長
　
来
庁
者
が
多
い
庁
舎
１

階
男
性
ト
イ
レ
に
設
置
検
討
。

問
　
認
知
症
の
取
り
組
み
は
。

町
長
　「
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
へ
の
一
体
的
支
援
事
業
」

を
新
た
に
追
加
。
社
協
と
連
携

し
、
一
緒
に
取
り
組
む
。

防
災
ラ
ジ
オ
当
面
使
用
可

補
聴
器
購
入
に
補
助
を

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
設
置

認知症の理解を深める図書館の展示

デマンド交通は
　　　　　研究中

「あざみ号」利用者減に
　　　　　　　ＡⅠ活用は

野沢 弘子野沢 弘子

国・県の動向を
　　　　　見ながら
　

物価高騰に伴う
　　　　苦難への支援を

金井 敬子金井 敬子 住民環境課長
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の ざわ ひろ この ざわ ひろ こかな い けい こかな い けい こ

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

町 長



問
　
地
方
債
残
高
は
増
え
続
け
、

Ｒ
３
年
度
末
に
は
約
１
０
０
億

円
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

の
数
値
や
地
方
債
残
高
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
か
。

総
務
課
長
　
地
方
債
残
高
の
ピ

ー
ク
は
Ｒ
７
年
度
で
、
公
債
費

は
Ｒ
10
年
度
に
ピ
ー
ク
。

問
　
こ
の
約
10
年
間
で
、
工
業

出
荷
額
等
は
３
１
７
億
円
か
ら

２
４
０
億
円
に
な
り
、
観
光
消

費
額
は
28
億
円
か
ら
10
億
円
に
、

商
業
販
売
額
は
４
６
４
億
円
か

ら
３
７
２
億
円
に
減
少
し
た
。

産
業
の
時
代
的
変
化
と
財
政
に

及
ぼ
す
影
響
は
。

産
業
振
興
課
長
　
工
業
は
国
内

か
ら
海
外
へ
、
観
光
は
量
か
ら

質
へ
、
商
業
は
ネ
ッ
ト
販
売
も

あ
り
産
業
構
造
が
変
化
。

町
長
　
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
も
あ
り
当
面
厳
し
い
。
町

内
産
業
の
売
り
上
げ
は
町
税
収

入
に
影
響
し
注
視
す
る
。

問
　
産
業
へ
の
テ
コ
入
れ
は
。

町
長
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
構

造
で
は
、
工
業
は
即
効
性
あ
る

テ
コ
入
れ
が
難
し
く
、
も
の
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
で
支
援
。

観
光
で
は
、
組
織
改
編
し
、
人

材
育
成
や
資
源
を
生
か
し
た
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
活
性

化
し
た
い
。

問
　
効
率
的
道
路
行
政
を
。

町
長
　
国
の
方
針
に
沿
い
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
や
公
共
交
通

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
。
人
口

減
少
に
対
応
す
る
立
地
適
正
化

計
画
を
進
め
、
包
括
的
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
持
続
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

問
　
売
却
可
能
資
産
の
積
極
的

売
却
推
進
と
空
き
家
の
解
消
を

進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
は
。

総
務
課
長
　
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想

は
再
検
討
。

産
業
振
興
課
長
　
空
き
家
対
策

の
見
直
し
も
し
て
い
く
。

総務課長

地方債残高の
　　　ピークはＲ７

地方債残高の増加など
　　　　　　　財政の分析は

林　元夫林　元夫
はやし もと おはやし もと お

問
　
食
料
の
自
給
率
向
上
の
た

め
の
、
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
農
業
祭
開
催
、

学
校
給
食
・
飲
食
店
へ
の
販
路

確
保
、
鳥
獣
対
策
支
援
な
ど
。

問
　
新
た
に
農
業
を
や
り
た
い

人
へ
の
支
援
は
。

産
業
振
興
課
長
　
農
地
バ
ン
ク

で
は
な
い
が
、
遊
休
農
地
リ
ス

ト
で
再
利
用
化
に
努
め
て
い
る
。

移
住
定
住
で
、
農
地
付
き
の
空

き
家
バ
ン
ク
も
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。

問
　
農
機
具
は
高
価
だ
が
。

町
長
　
準
農
協
組
合
員
登
録
で

安
く
借
り
ら
れ
る
。

問
　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
自
給
は
１
割
程
度
、
石

油
な
ど
限
り
が
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
の
取
組
が
今

後
重
要
。

問
　
原
発
は
廃
炉
に
す
べ
き
か
。

町
長
　
個
人
的
に
は
原
発
に
頼

る
こ
と
の
な
い
政
策
に
期
待
。

問
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

促
進
を
。

住
民
環
境
課
長
　
太
陽
光
パ
ネ

ル
は
値
段
が
下
が
っ
て
い
る
。

県
は
２
０
３
０
年
に
「
屋
根
に

ソ
ー
ラ
ー
は
当
た
り
前
」
を
目

指
し
て
い
る
。
先
進
地
を
調
べ
、

小
水
力
、
温
水
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

町
長
　
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
蓄

電
自
家
使
用
の
時
代
。
国
・
県

の
動
き
に
呼
応
し
対
応
す
る
。

問
　
Ｒ
１
４
２
号
で
倒
木
が
あ

っ
た
が
、
事
故
防
止
策
は
。

建
設
水
道
課
長
　
国
道
沿
い
の

木
を
６
０
０
本
伐
採
し
た
。
パ

ト
ロ
ー
ル
も
し
て
い
る
。

問
　
民
地
の
危
険
木
除
伐
は
。

産
業
振
興
課
長
　
相
談
が
あ
れ

ば
対
応
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
海
外
依
存

危
険
な
倒
木
対
策
を

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を

町 長

自給率
　先進国で最低レベル

日本の食料自給率
　　　100％目指す農業に

松井 節夫松井 節夫
まつ い せつ おまつ い せつ お
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増え続ける地方債残高

倒
れ
る
と
家
を
直
撃

一
般
質
問

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

建設水道課長

問
　
私
の
考
え
る
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
は
次
の
８
つ
。
①
行
政
改

革
が
出
来
る
②
諏
訪
湖
を
中
心

と
し
て
垣
根
が
な
く
な
る
③
職

員
数
、
議
員
数
、
首
長
数
等
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
が
で
き
る
④

11
万
都
市
に
な
り
長
野
市
、
松

本
市
、
上
田
市
に
次
ぐ
４
番
目

に
大
き
な
都
市
に
な
る
⑤
将
来

設
計
の
幅
が
広
が
る
⑥
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
が
で
き
る

⑦
閉
塞
感
を
無
く
す
こ
と
が
で

き
る
⑧
今
よ
り
、
豊
か
な
、
幸

せ
な
、
活
力
あ
る
、
自
慢
で
き

る
輝
き
の
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」

が
で
き
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
数
多

く
挙
げ
ら
れ
る
が
デ
メ
リ
ッ
ト

は
す
ぐ
に
は
出
て
こ
な
い
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
何
と
考
え
る
か
。

総
務
課
長
　
一
般
論
と
し
て
住

民
の
不
安
要
素
は
次
の
6
つ
。

・
町
の
個
性
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
薄
ら
ぐ
。
・
住
民
の
意

見
が
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
。

・
基
盤
設
備
に
地
域
的
な
偏
り

が
生
じ
る
。
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
て
し
ま
う
。
・
旧
自

治
体
間
の
利
害
対
立
等
の
し
こ

り
を
残
し
て
し
ま
う
。
・
歴
史
、

伝
統
あ
る
地
区
の
名
称
が
消
え

て
し
ま
う
。

問
　「
湖
周
は
ひ
と
つ
」と
い
う

合
併
の
進
め
方
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

町
長
　
現
時
点
で
合
併
の
進
め

方
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
状
況

で
は
な
い
。

問
　
観
音
沢
の
現
状
は
。
登
山

道
と
し
て
標
識
、
道
が
分
か
り

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
沢
沿
い
の
コ

ー
ス
で
あ
る
た
め
劣
化
が
激
し

く
、
の
り
面
の
崩
落
が
あ
る
状

況
で
あ
る
。
毎
年
職
員
に
よ
る

現
地
点
検
を
行
っ
て
い
る
が
、

地
理
的
要
因
で
人
力
で
の
修
繕

は
限
界
が
あ
る
。
安
全
の
観
点

か
ら
、
コ
ー
ス
を
明
確
化
し
標

識
の
見
直
し
設
置
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
Ｒ
１
４
２
号
崩
落
箇
所
の

改
修
が
完
了
し
、
交
通
規
制
が

解
除
さ
れ
た
。
上
流
、
下
流
の

恒
久
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

建
設
水
道
課
長
　
大
久
保
沢
上

流
へ
の
土
砂
止
め
設
置
が
８
月

末
に
完
了
し
た
。
下
流
側
は
町

が
設
計
中
で
、
工
事
は
年
明
け

の
渇
水
期
に
予
定
す
る
。

問
　
町
は
山
裾
部
が
連
な
っ
て

い
る
が
、災
害
対
策
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
県
の
砂
防
事

業
と
し
て
、
高
木
地
籍
の
特
別

警
戒
区
域
３
か
所
で
対
策
中
。

問
　
具
体
的
に
は
。

建
設
水
道
課
長
　
大
沢
川
は
工

事
用
道
路
施
工
中
。
長
久
保
沢

は
修
正
計
画
が
進
行
中
。
高
木

二
の
沢
は
工
事
用
道
路
を
検
討

し
て
い
る
。

問
　
下
屋
敷
地
籍
復
旧
工
事
は

ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
県
に
よ
っ
て

工
事
が
進
み
、
基
礎
が
深
く
以

前
よ
り
強
固
な
河
岸
と
な
る
。

問
　
砥
川
の
改
修
が
進
ん
だ
こ

と
で
、
河
口
部
で
土
砂
堆
積
が

著
し
く
な
っ
た
が
、
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長
　
河
口
部
で
の

浚
せ
つ
を
県
に
要
望
し
、
本
年

度
に
撤
去
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

継
続
的
な
撤
去
を
県
に
要
望
し

て
い
く
。

問
　
砥
川
の
50
年
確
率
へ
の
改

修
が
最
終
段
階
に
あ
る
。
１
０

０
年
確
率
へ
の
取
り
組
み
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

町
長
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
遊
水
池
を
作
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
た
が
、
脱
ダ
ム
の
趣
旨
に

反
す
る
と
し
て
、
構
造
物
に
よ

ら
な
い
対
策
の
意
見
が
あ
る
。

事
務
レ
ベ
ル
で
研
究
を
進
め
る

こ
と
か
ら
始
め
る
。

山
裾
部
の
災
害
対
策
は

下
屋
敷
の
復
旧
状
況
は

砥
川
の
改
修
が
終
わ
る
が「湖周はひとつ」

改修が完了した国道崩落現場

町が下流側の
　　　改修を計画

花見新道崩落現場の
　　　　　改修工事の今後は

中村 光良中村 光良

現時点では
　　答えられない

３市町合併協設置、
　　　住民投票への考えは

岩村 清司岩村 清司
なかむら みつよしなかむら みつよしいわむら きよ しいわむら きよ し
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建設水道課長

問
　
私
の
考
え
る
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
は
次
の
８
つ
。
①
行
政
改

革
が
出
来
る
②
諏
訪
湖
を
中
心

と
し
て
垣
根
が
な
く
な
る
③
職

員
数
、
議
員
数
、
首
長
数
等
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
が
で
き
る
④

11
万
都
市
に
な
り
長
野
市
、
松

本
市
、
上
田
市
に
次
ぐ
４
番
目

に
大
き
な
都
市
に
な
る
⑤
将
来

設
計
の
幅
が
広
が
る
⑥
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
が
で
き
る

⑦
閉
塞
感
を
無
く
す
こ
と
が
で

き
る
⑧
今
よ
り
、
豊
か
な
、
幸

せ
な
、
活
力
あ
る
、
自
慢
で
き

る
輝
き
の
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」

が
で
き
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
数
多

く
挙
げ
ら
れ
る
が
デ
メ
リ
ッ
ト

は
す
ぐ
に
は
出
て
こ
な
い
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
何
と
考
え
る
か
。

総
務
課
長
　
一
般
論
と
し
て
住

民
の
不
安
要
素
は
次
の
6
つ
。

・
町
の
個
性
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
薄
ら
ぐ
。
・
住
民
の
意

見
が
反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
。

・
基
盤
設
備
に
地
域
的
な
偏
り

が
生
じ
る
。
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
て
し
ま
う
。
・
旧
自

治
体
間
の
利
害
対
立
等
の
し
こ

り
を
残
し
て
し
ま
う
。
・
歴
史
、

伝
統
あ
る
地
区
の
名
称
が
消
え

て
し
ま
う
。

問
　「
湖
周
は
ひ
と
つ
」と
い
う

合
併
の
進
め
方
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

町
長
　
現
時
点
で
合
併
の
進
め

方
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
状
況

で
は
な
い
。

問
　
観
音
沢
の
現
状
は
。
登
山

道
と
し
て
標
識
、
道
が
分
か
り

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
沢
沿
い
の
コ

ー
ス
で
あ
る
た
め
劣
化
が
激
し

く
、
の
り
面
の
崩
落
が
あ
る
状

況
で
あ
る
。
毎
年
職
員
に
よ
る

現
地
点
検
を
行
っ
て
い
る
が
、

地
理
的
要
因
で
人
力
で
の
修
繕

は
限
界
が
あ
る
。
安
全
の
観
点

か
ら
、
コ
ー
ス
を
明
確
化
し
標

識
の
見
直
し
設
置
等
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
Ｒ
１
４
２
号
崩
落
箇
所
の

改
修
が
完
了
し
、
交
通
規
制
が

解
除
さ
れ
た
。
上
流
、
下
流
の

恒
久
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

建
設
水
道
課
長
　
大
久
保
沢
上

流
へ
の
土
砂
止
め
設
置
が
８
月

末
に
完
了
し
た
。
下
流
側
は
町

が
設
計
中
で
、
工
事
は
年
明
け

の
渇
水
期
に
予
定
す
る
。

問
　
町
は
山
裾
部
が
連
な
っ
て

い
る
が
、災
害
対
策
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
県
の
砂
防
事

業
と
し
て
、
高
木
地
籍
の
特
別

警
戒
区
域
３
か
所
で
対
策
中
。

問
　
具
体
的
に
は
。

建
設
水
道
課
長
　
大
沢
川
は
工

事
用
道
路
施
工
中
。
長
久
保
沢

は
修
正
計
画
が
進
行
中
。
高
木

二
の
沢
は
工
事
用
道
路
を
検
討

し
て
い
る
。

問
　
下
屋
敷
地
籍
復
旧
工
事
は

ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長
　
県
に
よ
っ
て

工
事
が
進
み
、
基
礎
が
深
く
以

前
よ
り
強
固
な
河
岸
と
な
る
。

問
　
砥
川
の
改
修
が
進
ん
だ
こ

と
で
、
河
口
部
で
土
砂
堆
積
が

著
し
く
な
っ
た
が
、
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長
　
河
口
部
で
の

浚
せ
つ
を
県
に
要
望
し
、
本
年

度
に
撤
去
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

継
続
的
な
撤
去
を
県
に
要
望
し

て
い
く
。

問
　
砥
川
の
50
年
確
率
へ
の
改

修
が
最
終
段
階
に
あ
る
。
１
０

０
年
確
率
へ
の
取
り
組
み
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

町
長
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
遊
水
池
を
作
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
た
が
、
脱
ダ
ム
の
趣
旨
に

反
す
る
と
し
て
、
構
造
物
に
よ

ら
な
い
対
策
の
意
見
が
あ
る
。

事
務
レ
ベ
ル
で
研
究
を
進
め
る

こ
と
か
ら
始
め
る
。

山
裾
部
の
災
害
対
策
は

下
屋
敷
の
復
旧
状
況
は

砥
川
の
改
修
が
終
わ
る
が「湖周はひとつ」

改修が完了した国道崩落現場

町が下流側の
　　　改修を計画

花見新道崩落現場の
　　　　　改修工事の今後は

中村 光良中村 光良

現時点では
　　答えられない

３市町合併協設置、
　　　住民投票への考えは

岩村 清司岩村 清司
なかむら みつよしなかむら みつよしいわむら きよ しいわむら きよ し
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問

　「地
域
公
共
交
通
計
画
」を

策
定
す
る
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長
　
各
種
計
画
と

の
整
合
性
が
必
要
。
各
課
横
断

的
に
対
応
し
て
い
く
。

問

　地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
持
続
可
能
と
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

住
民
環
境
課
長
　
時
刻
表
や
運

賃
を
検
討
。
今
後
、
運
賃
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問

　地
域
の
特
性
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
も
必
要

で
は
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長
　
交
通
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
確
認
が
必
要
。

町
長
　
生
活
の
足
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
関
係
す
る
複
数
の

課
で
研
究
・
検
討
し
、
町
に
最

適
な
交
通
体
系
を
構
築
す
る
。

問

　計
画
策
定
に
よ
っ
て
、
国

の
支
援
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
　
計
画
策
定
に
は
、
現
在

あ
る
委
員
会
で
は
な
く
、
商

業
・
観
光
・
教
育
関
係
等
が
入

っ
た
法
定
協
議
会
が
必
要
な
の

で
、
立
ち
上
げ
を
指
示
し
て
い

く
。

問

　国
の
「
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中

間
報
告
の
受
け
止
め
は
。

消
防
課
長
　
理
解
し
て
い
る
。

問

　ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

消
防
課
長
　
上
位
大
会
が
な
く

な
れ
ば
検
討
す
る
が
、
知
識
技

術
の
発
表
の
場
と
し
て
残
し
て

い
き
た
い
。

問

　消
防
団
員
を
確
保
す
る
た

め
の
考
え
は
。

町
長
　
消
防
団
に
は
歴
史
や
文

化
が
あ
る
。
消
防
団
員
は
「
地

域
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う
気

持
ち
が
熱
く
、
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
負
担
が
減
る
よ
う
検
討
。

策定のため
　　　準備していく

「地域公共交通計画」の
　　　　　　　　　策定は
　

中山　透中山　透
なかやま とおるなかやま とおる

問

　毎
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
の
考

え
方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
各
種
団
体
の

意
向
が
あ
れ
ば
協
力
を
す
る
。

問

　町
民
の
政
治
離
れ
を
ど
う

思
う
か
。

町
長
　
議
員
の
な
り
手
不
足
は
、

心
配
。
若
者
や
女
性
の
参
画
が

望
ま
れ
る
。
多
く
の
町
民
の
声

を
聴
い
た
上
で
の
、
議
会
で
の

議
論
に
期
待
す
る
。

問

　南
知
多
町
と
姉
妹
都
市
提

携
に
至
っ
た
経
過
は
。

総
務
課
長
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
を
主
と
す
る
民
間
交
流
が
ご

縁
と
な
り
、
Ｈ
30
年
度
か
ら
正

式
に
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
。

問

　交
流
予
算
は
。

総
務
課
長
　
今
年
度
は
61
万
８

千
円
を
計
上
し
た
。

問

　諏
訪
湖
博
物
館
の
貯
蔵
品

の
整
理
は
。

産
業
振
興
課
長
　
継
続
的
に
行

っ
て
い
る
が
、
人
手
不
足
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
え
な
い
。

問

　歩
道
改
修
工
事
の
課
題
は
。

町
長
　
住
民
の
安
心
安
全
が
第

一
。
景
観
、
住
民
の
思
い
や
心

情
へ
の
配
慮
も
必
要
。

問

　実
績
報
告
を
聞
く
機
会
を
。

産
業
振
興
課
長
　
理
事
者
に
は
、

３
か
月
に
１
度
報
告
し
て
い
る
。

住
民
に
も
活
動
内
容
が
周
知
で

き
る
よ
う
、
善
処
し
て
い
く
。

問

　こ
れ
か
ら
の
協
力
隊
に
求

め
る
も
の
は
。

町
長
　
外
か
ら
の
目
線
と
自
由

な
発
想
で
、
当
町
の
魅
力
や
特

徴
を
継
続
的
に
発
信
し
て
ほ
し

い
。

問

　課
題
は
。

町
長
　
町
民
へ
の
認
知
度
ア
ッ

プ
が
課
題
。
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
に
よ
り
、
交
流
拡
大
を
。

姉
妹
都
市
と
の
交
流

気
に
な
る
町
の
課
題

地
域
お
こ
し
協
力
隊

消
防
団
の
処
遇
改
善

産業振興課長町 長

民間主体での
　　　　企画を望む

新たなまち歩きイベントを
　　　　　　　　考えないか

樽川 信仁樽川 信仁
たるかわ のぶひとたるかわ のぶひと
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町 長

問
　
諏
訪
湖
の
大
量
の
ひ
し
整

備
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

住
民
環
境
課
長
　
県
は
毎
年
５

１
０
ト
ン
以
上
の
ひ
し
刈
り
、

町
は
漕
艇
場
で
手
作
業
の
除
去

を
実
施
。
諏
訪
市
の
団
体
で
は
、

新
た
な
小
型
の
刈
り
取
り
船
を

導
入
す
る
動
き
も
あ
る
。

問
　
湖
周
に
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
や

多
言
語
対
応
の
案
内
看
板
な
ど

の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
、

Ａ
Ⅰ
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
コ
ー
ス
提
案
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
な
ど
の
連
携
は
。

町
長
　
民
間
事
業
者
と
協
議
し
、

実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
行
中
。

ｅ
バ
イ
ク
の
利
用
、
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
も
検
討
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
居
場
所
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
学
童
ク
ラ

ブ
で
、
下
校
時
か
ら
と
、
土
曜
・

長
期
休
み
の
利
用
が
可
能
。
毎

週
水
曜
は
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
開
催
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
対
応
し
て

い
る
。

問
　
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
子
ど

も
支
援
の
た
め
の
実
証
事
業
は
、

個
人
情
報
漏
え
い
な
ど
の
危
険

は
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
不
登
校
、

い
じ
め
な
ど
潜
在
的
な
問
題
に

対
し
、
支
援
を
行
う
た
め
の
情

報
収
集
だ
が
、
透
明
性
を
持
ち
、

地
方
自
治
体
の
適
切
な
管
理
の

も
と
に
行
う
。

問
　
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る

取
り
組
み
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
不
審
者
情

報
の
周
知
を
し
た
り
、
ネ
ッ
ト

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
教
育
し
て
い
る
。
ま
た
、
中

学
で
は
、
薬
物
乱
用
の
怖
さ
を

知
ら
せ
て
い
る
。

問
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定

と
地
元
の
計
画
案
の
関
係
は
。

町
長
　
秋
宮
周
辺
に
「
旧
綿
の

湯
」
な
ど
を
包
括
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
り
、
地
元
と
の
思
い

の
根
幹
は
同
じ
。「
本
陣
」が
県

文
化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
を

面
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
委
員

会
に
地
元「
検
討
委
員
会
」の
メ

ン
バ
ー
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
声
を
共
有
し
て
進
め
る

こ
と
は
、
青
木
前
町
長
の
考
え

と
変
わ
ら
な
い
。

問
　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」の
取
組

の
町
の
基
本
方
針
は
。

住
民
環
境
課
長
　
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
策
定
第
３
次
環

境
基
本
計
画
の
一
部
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
委
員
会
を

立
上
げ
、
CO2
量
調
査
、
削
減
目

標
値
設
定
な
ど
を
予
定
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
の
実
態
は
。

総
務
課
長
　
第
７
波
は
第
６
波

よ
り
幅
広
い
年
代
で
陽
性
者
が

多
く
、
８
月
25
日
ま
で
の
感
染

者
は
１
３
５
０
人
で
あ
る
。

問
　
部
活
地
域
移
行
の
現
状
は
。

教
育
長
　
Ｒ
５
年
か
ら
７
年
を

目
途
に
段
階
的
な
地
域
移
行
が

示
さ
れ
て
い
る
。
休
日
の
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
や
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員

の
配
置
な
ど
課
題
が
多
く
、
事

例
研
究
や
情
報
収
集
を
行
う
。

問
　
Ａ
Ⅰ
教
材
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
依
存
し
す
ぎ
る
と
本

来
の
教
員
の
役
割
が
果
た
せ
な

く
な
る
。
人
格
形
成
に
教
師
の

役
割
は
大
き
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

観
光
資
源
に
活
用

こ
ど
も
家
庭
庁

中
学
校
部
活
の
地
域
移
行

教
師
の
役
割
と
Ａ
Ⅰ
教
材

本陣

地元案の延長が
　　グランドデザイン

刈り取り船導入の
　　　　　動きあり

地元まちづくり検討案は
　　　　　中断されるのか

増沢 昌明増沢 昌明

ひし等の大量繁茂
　　　　による環境課題は

大橋 和子大橋 和子 住民環境課長
さすざわ まさあきさすざわ まさあきおおはし かず こおおはし かず こ
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の
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ロ
ナ
感
染
対
策



町 長

問
　
諏
訪
湖
の
大
量
の
ひ
し
整

備
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

住
民
環
境
課
長
　
県
は
毎
年
５

１
０
ト
ン
以
上
の
ひ
し
刈
り
、

町
は
漕
艇
場
で
手
作
業
の
除
去

を
実
施
。
諏
訪
市
の
団
体
で
は
、

新
た
な
小
型
の
刈
り
取
り
船
を

導
入
す
る
動
き
も
あ
る
。

問
　
湖
周
に
ピ
ク
ト
サ
イ
ン
や

多
言
語
対
応
の
案
内
看
板
な
ど

の
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
、

Ａ
Ⅰ
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
コ
ー
ス
提
案
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
な
ど
の
連
携
は
。

町
長
　
民
間
事
業
者
と
協
議
し
、

実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
行
中
。

ｅ
バ
イ
ク
の
利
用
、
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
も
検
討
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
居
場
所
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
学
童
ク
ラ

ブ
で
、
下
校
時
か
ら
と
、
土
曜
・

長
期
休
み
の
利
用
が
可
能
。
毎

週
水
曜
は
放
課
後
子
ど
も
教
室

を
開
催
し
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
対
応
し
て

い
る
。

問
　
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
子
ど

も
支
援
の
た
め
の
実
証
事
業
は
、

個
人
情
報
漏
え
い
な
ど
の
危
険

は
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
不
登
校
、

い
じ
め
な
ど
潜
在
的
な
問
題
に

対
し
、
支
援
を
行
う
た
め
の
情

報
収
集
だ
が
、
透
明
性
を
持
ち
、

地
方
自
治
体
の
適
切
な
管
理
の

も
と
に
行
う
。

問
　
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る

取
り
組
み
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長
　
不
審
者
情

報
の
周
知
を
し
た
り
、
ネ
ッ
ト

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
教
育
し
て
い
る
。
ま
た
、
中

学
で
は
、
薬
物
乱
用
の
怖
さ
を

知
ら
せ
て
い
る
。

問
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定

と
地
元
の
計
画
案
の
関
係
は
。

町
長
　
秋
宮
周
辺
に
「
旧
綿
の

湯
」
な
ど
を
包
括
し
て
い
る
つ

も
り
で
あ
り
、
地
元
と
の
思
い

の
根
幹
は
同
じ
。「
本
陣
」が
県

文
化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
を

面
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
委
員

会
に
地
元「
検
討
委
員
会
」の
メ

ン
バ
ー
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
声
を
共
有
し
て
進
め
る

こ
と
は
、
青
木
前
町
長
の
考
え

と
変
わ
ら
な
い
。

問
　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」の
取
組

の
町
の
基
本
方
針
は
。

住
民
環
境
課
長
　
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
策
定
第
３
次
環

境
基
本
計
画
の
一
部
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
委
員
会
を

立
上
げ
、
CO2
量
調
査
、
削
減
目

標
値
設
定
な
ど
を
予
定
。

問
　
コ
ロ
ナ
感
染
の
実
態
は
。

総
務
課
長
　
第
７
波
は
第
６
波

よ
り
幅
広
い
年
代
で
陽
性
者
が

多
く
、
８
月
25
日
ま
で
の
感
染

者
は
１
３
５
０
人
で
あ
る
。

問
　
部
活
地
域
移
行
の
現
状
は
。

教
育
長
　
Ｒ
５
年
か
ら
７
年
を

目
途
に
段
階
的
な
地
域
移
行
が

示
さ
れ
て
い
る
。
休
日
の
地
域

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整

備
や
中
学
校
の
部
活
動
指
導
員

の
配
置
な
ど
課
題
が
多
く
、
事

例
研
究
や
情
報
収
集
を
行
う
。

問
　
Ａ
Ⅰ
教
材
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
依
存
し
す
ぎ
る
と
本

来
の
教
員
の
役
割
が
果
た
せ
な

く
な
る
。
人
格
形
成
に
教
師
の

役
割
は
大
き
い
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

観
光
資
源
に
活
用

こ
ど
も
家
庭
庁

中
学
校
部
活
の
地
域
移
行

教
師
の
役
割
と
Ａ
Ⅰ
教
材

本陣

地元案の延長が
　　グランドデザイン

刈り取り船導入の
　　　　　動きあり

地元まちづくり検討案は
　　　　　中断されるのか

増沢 昌明増沢 昌明

ひし等の大量繁茂
　　　　による環境課題は

大橋 和子大橋 和子 住民環境課長
さすざわ まさあきさすざわ まさあきおおはし かず こおおはし かず こ
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しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

繁茂する諏訪湖のひし

町
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策



問
　
教
育
長
就
任
の
思
い
は
。

教
育
長
　
１
点
目
は
子
ど
も
た

ち
の
側
に
立
っ
て
学
ん
で
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
に
。
２

点
目
は
教
育
現
場
と
町
行
政
を

繋
ぐ
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
は
町

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

で
、
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
。
３
点
目
は
町
を

訪
れ
た
観
光
客
か
ら
子
ど
も
た

ち
に
、
挨
拶
さ
れ
た
と
感
動
の

声
が
届
い
た
。
町
の
す
て
き
な

所
を
更
に
発
信
し
た
い
。
11
月

26
日
に
開
催
予
定
の
「
元
気
な

し
も
す
わ
っ
子
学
び
の
発
表

会
」
で
は
、
小
中
・
高
校
、
保

育
園
、
特
別
支
援
養
護
学
校
等

か
ら
の
発
表
に
ご
期
待
い
た
だ

き
た
い
。

問
　
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
は
。

町
長
　
今
年
度
よ
り
デ
ジ
タ
ル

推
進
室
を
設
置
。
６
月
に
デ
ジ

タ
ル
推
進
委
員
会
規
程
を
制
定
。

Ｃ
Ⅰ
Ｏ
（
最
高
情
報
総
括
責
任

者
）
は
副
町
長
、
Ｃ
Ⅰ
Ｏ
補
佐

監
と
各
課
長
で
全
庁
的
な
推
進

体
制
を
構
築
。

問
　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
恩
恵
は
。

総
務
課
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

よ
り
、
役
場
へ
の
書
類
の
提
出

や
申
請
の
町
民
負
担
が
軽
減
。

職
員
は
作
業
時
間
が
短
縮
で
き

る
分
、
町
民
に
寄
り
添
え
る
。

問
　
保
護
者
連
絡
用
ア
プ
リ
の

活
用
方
法
は
。

総
務
課
長
　
①
一
斉
メ
ッ
セ
ー

ジ
配
信
②
質
問
や
回
答
の
自
動

集
計
機
能
③
体
調
報
告
専
用
フ

ォ
ー
ム
④
特
定
グ
ル
ー
プ
で
受

発
信
⑤
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
既
読
確

認
⑤
掲
示
板
で
画
像
共
有
等
。

保
護
者
も
教
職
員
も
時
短
に
な

る
。
今
後
は
全
庁
で
対
応
す
る
。

問
　
使
い
方
が
不
安
な
方
へ
の

対
応
は
。

総
務
課
長
　
運
用
前
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
配
布
し
、
丁
寧
に
説
明
。

教育長

子どもたちと
　　　　学び支え合う

３期目の教育長就任への
　　　　　　　　　思いは

青木 利子青木 利子
あお き とし こあお き とし こ
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小学生からお年寄りへの寄せ書き

一
般
質
問

議
会
掲
示
板

しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

議会が行った活動をお伝えします。

　全国町村議会議長会の議会広報コンクールで
入賞経験がある、栃木県高根沢町と那須町を視
察しました。
　町民参加の紙面づくりの大切さを学びました。

　「諏訪圏における工業の現状や課題」について、
２人の講師を招き、茅野市議会経済建設常任委
員会と合同勉強会を行いました。
　工業関係以外にも触れられ、諏訪圏域で連携
する必要が提起されました。

広報特別委員会 視察研修
（７月21日～22日）

　議会からは、ミックスパドル（男女混合）・グ
ランドシニアパドルに各１艇、出艇しました。
グランドシニアパドルは見事５位入賞でした！

激漕!! 下諏訪レガッタ
（９月４日）

総務経済常任委員会 合同勉強会
（８月３日）

Ｄ
Ｘ
推
進
で
利
便
性
向
上

高根沢町での視察研修

議会のさらなる改革に向けて

下諏訪町議会懇談会のお知らせ

　長和町議会はH29年に議員定数を12人から
10人に削減。その後の２回の選挙では、定数
を超える立候補がありました。その経過や、定
数削減によるメリット・デメリットをうかがい
ました。
　長和町議長からは、「議員のなり手不足に対す

議
会
の
さ
ら
な
る
改
革
に
向
け
て

15 しもすわ町議会だより
令和４年10月28日

る『最善の策』は、丁寧に議会活動の報告を
したり、議会からの政策提言とその実現から、
町政に積極的に関与する議会の様子を町民に
知っていただくことでは」とのお話をいただ
きました。

長和町との議員定数についての懇談会（7月20日）

テーマ　①生活環境（防災・減災）について
　　　　②町の活性化について
　　　　③介護について
　　　　④子育て（教育）について
日時・場所　令和４年11月11日（金）
　テーマ①②③　午後６時30分から60分程度
　　　　　　　　下諏訪町役場内にて
　テーマ④　　　午前10時30分から60分程度
　　　　　　　　オンライン（Zoom）にて
　各テーマごと定員は10人（先着順）とさせてい
ただきます。お申し込み・お問い合わせは、議会
事務局まで。
　TEL：0266-27-1111（内線301・302）
　FAX：0266-27-1237
　メール：gikai@town.shimosuwa.lg.jp
　右の専用フォームからも、お申し込み
　いただけます。

　議員に立候補する人を増やすためには、まず、
議会の内容や議員のやりがいを伝えていくこと
が必要。そのために、「私たち現職町会議員に、
何が必要か」についても議論したところ、下記
の意見が出されました。
•町の皆さんに「議会は何をしているのか、わ
　からない」と言われないような努力
•自己研鑽や、議会としての研修

•政策提言の作成、町への提出
•町が住民要望をしっかり把握し、施策に反映
　しているかのチェック
•議員各自が、町民に対して議会活動をPRす
　ること

　皆さんは、いかがお考えでしょうか。ぜひ、
ご意見をお聞かせ下さい。

議員のなり手不足についての討議を全議員で続けています

皆さんの声をお聴かせください！
あなたも
　町議会議員になってみませんか？

町議会議員選挙に
　　公費負担制度が導入されました
　町村の選挙における立候補に係る環境の改善の
ため、R2年6月、公職選挙法が改正されました。
来年4月に予定されている当町議会議員選挙にお
いても、適応されます。

１．次の事項が公費負担になります
　①選挙運動用自動車の使用
　②選挙運動用ビラの作成
　③選挙運動用ポスターの作成
２．選挙運動用ビラの頒布解禁
３．供託金15万円の導入
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好きです しもすわ好きです しもすわ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
あ
ま
り
で
き
な

い
時
で
す
が
、
健
康
で
長
生
き
を
す
る
た
め
に
も
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
誰
も
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
行
っ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操

は
、
血
行
も
良
く
な
り
、
身
体
に
良
い
運
動
と
し
て
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
町
内
９
会
場
で
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
下
諏
訪
町
は
自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
諏
訪
湖
周

辺
に
は
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
や
人
工
芝
の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
、
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
下
諏
訪
町
で
考
案
さ
れ
た
、
カ
ー
リ
ン
グ
と
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
、
１
年
中
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
、
豊
か
で
健
康
的
な
生
活
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
は
四
王
公
会
所
の
そ
ば
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
こ
２
〜
３
年
、
家
の
近
所
で
蛍
を
多
く

見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
早
い
年
は
７
月
の

中
旬
か
ら
、
終
わ
り
は
お
盆
過
ぎ
ま
で
見
か
け

ま
す
（
で
も
、
辰
野
町
の
ほ
た
る
祭
り
は
６
月

中
旬
で
す
。
不
思
議
で
す
）。
私
の
家
の
前
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
側
溝
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

時
期
に
は
毎
日
数
匹
観
察
で
き
ま
す
。
ま
た
、

古
川
で
は
、
ジ
ャ
ス
コ
通
り
の
下
流
、
諏
訪
湖

に
向
け
て
10
数
匹
の
蛍
が
観
測
で
き
ま
す
。

　
私
は
下
諏
訪
生
ま
れ
で
は
な
い
の
で
、
近
所

の
先
輩
の
皆
さ
ん
に
、
昔
の
蛍
の
発
生
状
況
に

つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。「
Ｓ
30
年
代
か
ら

40
年
代
に
か
け
て
は
、
南
小
学
校
の
周
辺
で
発

生
し
て
い
た
。
小
学
校
の
中
庭
に
池
が
あ
り
、

そ
の
池
に
蛍
が
舞
っ
て
い
た
。
鰻
沢
も
同
じ
だ

っ
た
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
多
か
っ
た
の
は
、
高

木
の
コ
ン
ビ
ニ（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）付
近
だ
っ

た
と
思
う
。
小
学
校
４
年
生
か
ら
５
年
生
の
頃
、

先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
蛍
を
捕
ま
え
に
行
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
」
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、「
四
王
の
他
の
所
に
も
蛍
が
い
る
。

犬
の
散
歩
で
、
ゆ
っ
く
り
辺
り
を
見
渡
し
な
が

ら
歩
い
て
い
る
と
き
に
見
つ
け
た
。
忙
し
く
目

的
地
に
向
か
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
蛍
が
い
て

も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
。
今
年
は

犬
が
亡
く
な
っ
て
、
蛍
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
昔
は
蛍
も
多
か
っ
た
と
思
う
し
、
生

活
の
ス
ピ
ー
ド
と
ち
ょ
う
ど
合
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
辰
野
町
の
蛍
も
昨
年
、
今
年
と
、
大
変
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
蛍
が
帰
っ
て
き
て
い
る
こ
と

は
確
か
で
し
ょ
う
。
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
環
境
が

改
善
さ
れ
て
い
る
証
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
生
活
が
「
蛍
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
な
リ
ズ
ム
」
で
進
め

ば
と
思
い
ま
す
。

　
蛍
が
光
を
放
ち
、
飛
び
交
え
る
の
は
、

た
っ
た
20
日
間
だ
そ
う
で
す
。
一
時
の

蛍
の
光
の
明
滅
は
、「
住
民
の
願
い
・

要
望
」
に
似
て
い
る
と
も
思
い
ま
す
。

　
議
員
は
、
こ
の
光
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
、
議
員
自
身
も
、
点
滅
す
る
の
で

は
な
く
、
光
り
続
け
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

議長のつぶやき議長のつぶやき

「蛍に思う」「蛍に思う」
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今
回
も
無
事
37
号
の
議
会

だ
よ
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

本
紙
の
作
成
に
は
ま
ず
意
欲

が
必
要
で
あ
り
見
識
の
深
さ

が
問
わ
れ
、
探
究
心
も
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
私
は
、
広
報
委
員
、
諏
訪

広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
議

会
議
員
な
ど
を
、
ま
た
個
人

的
に
は
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
会
議
構
成
員
を
し
て

き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間

の
４
年
目
で
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
、
前
進
あ
る
の
み
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
の
仕
事
は
や
り
が
い

の
あ
る
も
の
で
、
多
く
の
新

た
な
知
識
が
学
べ
ま
す
。

　
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
貴

重
な
ご
意
見
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
（
大
橋
）

　
広
報
特
別
委
員
会
　
　

　
　
委
員
長
　
金
井
敬
子

　
　
副
委
員
長
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透
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仁
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青
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利
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子
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しもすわ町議会だより
令和４年10月28日


